
様式４－1

　※認証申請時に記入すること。

1.作物名等

　

２．土づくり、化学肥料・化学合成農薬を低減するための技術（導入する技術にチェックを入れる）

ほ場

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

計

氏名：
電話：

名称：
所在地：

認証申請日：　 　　年　　 月 　日

　対象作物名（作型名）　　

　品種名

出荷先・出荷量
　□市場出荷　□契約販売　□直売　□ネット販売　□ ＪＡ
  出荷量（１作あたり　　　　　　　　　　）kg
　出荷先名称（任意記入）：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

乾燥調製等を生産
者が行う場合に
記載

乾燥調製等（米・茶・落花生）　責任者 乾燥調製等（米・茶・落花生）　施設名

３．ほ場情報（指定産地の場合は生産者氏名を記入すること。）　　※記載欄が不足の場合、適宜同様の表を作成すること。

取組面積（ａ）

実績

生産者氏名・廃プラ登録番号
又は廃プラ処理方法

ほ場所在地
計画

氏名（　　   　  　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　（作型名：　　　　　　）　　

(1)土づくり技術の内容
計画 実績

□ □ たい肥施用技術

□ □ 緑肥作物利用技術

□ □ その他

(2)化学肥料低減技術の内容

計画 実績

□ □ 局所施用技術

□ □ 肥効調節型肥料施用技術

□ □ 有機質肥料施用技術

□ □ その他

(3)化学合成農薬低減技術の内容
計画 実績

□ □ 温湯種子消毒技術

□ □ 機械除草技術
□ □ 除草用動物利用技術
□ □ 生物農薬利用技術
□ □ その他

(記入欄) その他の内容又は導入技術の

補足説明を記入する

計画 実績

□ □ 光利用技術

□ □ 被覆栽培技術

□ □ フェロモン剤利用技術
□ □ マルチ栽培技術

計画 実績

□ □ 対抗植物利用技術

□ □ 対抗品種栽培・台木利用技術
□ □ 土壌還元消毒技術
□ □ 熱利用土壌消毒技術



※：「化学合成農薬」に含まれる有効成分数を記載する。 認証基準

使用予定時期（月・旬） 成分回数計

成分回数合計 成分回数合計

使用時期（月・日）

10アール当たり

実績

計　　　画

計画

⑧農薬

農薬成
分数※

認証基準（5割低減の水準　kgN）

実績

成分回数計
農薬の名称（商品名）

計

⑥
土づくり

・
土壌改良
(たい肥

・
緑肥等)

⑦肥料

計

　　　  月　　  上   ・  中  ・  下 旬 月          　日

④収穫開始日

①栽培開始日

　　　月　　上 ・ 中 ・ 下 旬

計画

４．生産行程等　（土耕栽培・特用林産物（たけのこ）用）　　　※果樹・たけのこの場合は、前作収穫終了日を栽培開始日と見なします

作　　業　　名

　　　月　　上 ・ 中 ・ 下 旬

　　　月　　上 ・ 中 ・ 下 旬

前作作物等

実　　　績

月      　日

月      　日

月      　日

使用
予定量
(kg）

⑤収穫終了日

備　　 考

□　購入苗の場合チェック

②播種

③定植日（伐竹日）

　　　月　　上 ・ 中 ・ 下 旬 月      　日

資材区分 化学肥料
由来窒素
成分量
ｋｇN

使用量
(kg）

化学肥料
由来窒素
成分量
ｋｇN

使用時期
（月・日）

全窒素
成分量
kgN

10アール当たり

全窒素
成分量
kgN

資材等の名称
(肥料はメーカー

名も併せて
記入する)

化学肥
料由来
窒素成
分の割
合   ％

（作物名：　　　　　作型：　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　）　

使　用
予定時期
（月・旬）



⑥養液

Ｎ 実績　ｋｇ

※：「化学合成農薬」に含まれる有効成分数を記載する。

使用予定時期（月・旬） 成分回数計 使用時期（月・日）

循環式　　・　　かけ流し式

成分回数計

（作物名：　　　　　作型：　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　）　

地番又は名称

（前作収穫終了以降の使用（予定）資材を全て記載してください）

液肥として利用
面積　ａ

実績

廃液処理

排出場所（地番又は名称）

⑦農薬

農薬の名称（商品名）
農薬成
分数※

計画

実績

月　　 　日 月　 　　日

計画

月　　　旬 月　　　旬

実績計画

月　　 　日処理時期

排水溝等へ排出

作付作物

処理時期

排出量

月　　　旬 月　　　旬 月　　　 日

施肥

肥料名（メーカー名）

　　月　　上 ・ 中 ・ 下 旬

月      　日

□　購入苗の場合チェック

硝酸性窒素濃度　mg／L

利
用
ほ
場

養液装置方式
(いずれかに○)

硝酸性窒素濃度　mg／L
基準：100mg／L以下

排出までの処理過程

排出量

月      　日

Ｐ Ｋ

月      　日

投入量成分率（％）

月      　日

計画　ｋｇ

前作作物等

４．生産行程等　（養液栽培用）

作　　業　　名 計　　　画 実　　　績 備　　 考

　　　  月　　  上   ・  中  ・  下 旬 月          　日

②播種

③定植日

①栽培開始日

④収穫開始日 　　月　　上 ・ 中 ・ 下 旬

養液プラント名

　　月　　上 ・ 中 ・ 下 旬

⑤収穫終了日 　　月　　上 ・ 中 ・ 下 旬

成分回数合計 成分回数合計

認証基準


